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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
10 時～、13 時～ 

 英語による庭園ガイド

ツアー(無料)、開催中！ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

 何かと慌ただし
い年末ですが、時
にはのんびりと庭
園散策など、いか
がでしょうか？暖
かくして、お出か
け下さいね。 

《昨年の様子》 

 大大大名名名庭庭庭園園園でででおおお正正正月月月   

第六回西行祭 短歌の募集 

小石川後楽園『大名庭園でお正月』 
●新春江戸太神楽 １月３日(日) 

１１時３０分・１３時(各回３０分程度・雨天中止)

●懐かしい正月遊び １月２日(土)・３日(日) 

１０時～１５時３０分(雨天中止) 

●記念撮影コーナー １月２日(土)・３日(日) 

９時～１７時(雨天中止) 

●お休み処 １月２日(土)・３日(日) 

１１時～１７時 

●庭園ガイド １月２日(土)・３日(日) 

１１時・１４時(各回６０分程度・雨天中止) 

詳しくはＨＰ、チラシ等でご案内をしております。 

 
 早いもので今年も、もう師走！ゆっくりとしたスピー

ドで“いつになったら紅くなるの？”と、職員たちをヤ

キモキさせた紅葉も、散り去る頃になりました。みなさ

まの秋は、いかがでしたか？ 

 さて“も～う い～くつ寝ると お正月♪”と、いう

ことで、園内では、正月開園に向けての準備も着々と進

んでいます。正月を彩る縁起の良い植物、“千両(センリョ

ウ)”や“万両(マンリョウ)”も赤く色づき準備万端！田

んぼ脇では、香りの良いニホンズイセンも、花の数がど

んどん増えていますよ。 
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 小石川後楽園には、水戸藩祖・頼房公の時代に西行

の木像を安置した西行堂跡の遺構があります。西行は

花を愛でた歌人として世に広く知られています。 

 第六回を数える当園の西行祭、現在、歌人・西行に

ちなみ『桜』を題として短歌を募集中です。入選作・

入選者は、ホームページと園内掲示により公開し、賞

状と記念品をお送り致します。 

短歌の募集 

 １、題：『桜』 

 ２、募集期間：平成２８年１月３１日(日)まで 

 ３、応募方法：応募用紙、はがき、E メール 

詳しくはチラシ、ホームページでご案内中！素敵な作

品をお待ちしております。 

小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その○22  

 

【冬の風物詩・雪吊り】 

 園内には、冬の風物詩『雪吊り』が登場しています。

今回は、『雪吊り』をよりお楽しみ頂けるようにご紹介

致します。 

 本来『雪吊り』は、主にマツなどに施され、積もっ

た雪の重みによる枝折れや、樹形の崩れなどを防止す

るためのものですが、雪の少ない東京では、実用的に

というより、優雅で趣をもった冬の庭園の添景物とし

て用いられています。 

 中心の高い柱は“帆柱”、その先端のフサフサした分

は“ワラボッチ”など、それぞれ名前がついています。 

 

 

カンザシ 

鉢回し 

上の写真で、実線矢印の丸竹は“カンザシ”、髪に飾る

簪(かんざし)に由来しているとも。また、点線矢印で示

した裾周りの割り竹は“鉢回し(バチ)”と呼ばれ、吊り

縄が優雅で美しい曲線を描き、さらに樹木そのものの

姿もお楽しみ頂けるよう、大切な役割を担っています。 

 この方式は『北部式雪吊り』と名付けられ、六義園

や旧古河庭園でもご覧頂けます。浜離宮恩賜庭園や清

澄庭園でご覧頂けるのは『南部式雪吊り』。初めての方

でも一番わかりやすい両者の違いは、帆柱の先端に施

された装飾部分。南部式は、吊り縄の先端を編み込ん

だもので造られています。 

 他には、雪の多い北陸地方の実用的な雪吊り、特に

有名な『兼六園式雪吊り』は、カンザシや鉢回しを用

いずに、直接、樹木の枝を荒縄で吊ります。都立庭園

では、旧芝離宮恩賜庭園や六義園でご覧頂けます。 

 害虫を駆除するためにマツに巻かれる『菰巻(こもま

き)』、雪吊りと共に冬の風物詩になっている『霜除け』

(本来は、ソテツなどの植物を寒さから守るために用い

ますが、当園のものは、支柱に藁(わら)を施した観賞用)

は、伝統的な職人の技！凝った意匠には、その庭園だ

けのスペシャルバージョンがあったり、寒い季節にし

かお楽しみ頂けない限定のものです。各庭園の自慢を

見比べて頂くことも、冬の庭園散策の“おすすめポイ

ント”です。 

新春も、１月２日(土)より、下記の内容でお客様をお

迎え致します。歴史のある日本庭園で、新年をお祝いし

ませんか。 
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